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概要 

デル・テクノロジーズは、Forrester Consultingに委託してTotal Economic 

Impact™（TEI）調査を実施し、企業がAPEXハイブリッド クラウドを導入すること

で得られるであろうROIを調べました。この調査の目的は、APEXハイブリッド クラウド

が組織に与える財務面での潜在的な影響を評価するための、1つのフレームワーク

を提供することです。  

APEXハイブリッド クラウドが提供するハイブリッド クラウド プラットフォームは、お客様が

管理を統合し、ワークロードをプライベート クラウドとパブリック クラウドの間で移行する

ことを支援するものです。Forresterでは、この投資に関わるメリット、コスト、およびリス

クをより的確に把握するために、APEXハイブリッド クラウドを使用したことがあるお客様

8社にインタビューを実施しました。  

インタビューを受けた組織では、APEXハイブリッド クラウドの使用に先立って、オンプレ

ミスのプライベート クラウドを管理しており、ワークロードの一部をパブリック クラウドに移

行するという戦略的な意思決定を行っていました（残りのワークロードはオンプレミスに

維持）。しかし、ワークロードをパブリック クラウド環境に移行するという選択肢を検討

した結果、組織は、環境に対する制御性が失われる可能性があること、パブリック クラ

ウドで実行するためにアプリケーションやワークロードを再設計するのに多大な労力が必

要になること、管理上のオーバーヘッドや複数の環境をそれぞれ管理する必要があるサ

イロが増えることを懸念していました。  

インタビューを受けた組織は、APEXハイブリッド クラウドの導入を決定しました。その結

果、このケース スタディーで詳述されているように、個別に管理されたネイティブ パブリッ

ク クラウド環境を新たに構築するという選択肢と比較して、大幅な増分メリットを得る

ことができました。APEXハイブリッド クラウドにより、組織では、移行と再設計のコスト

と、インフラストラクチャ管理の労力を削減および回避できました。 

Forresterでは、お客様のインタビューから収集したデータを基に、モデル組織を作成し

ました。このモデルは、APEXハイブリッド クラウドが組織にもたらす全体的な経済効果

を反映しています。このモデル組織は、Forresterのインタビューを受けた組織を代表し

ており、このモデルを使用して、この調査での財務分析集計を提示します。この分析の

ため、年間収益が2億ドルのグローバル組織としてモデル化しています。 

特に明記されていない限り、値はすべて、リスク調整後3年間の現在価値（PV）で

の報告です。 

財務上の要点 

定量評価される利益。次に示すメリットは、モデル組織に関連する財務分析を反映し

ています。 

主なメリット 

 
 

再設計および移行のコスト回避： 

VMあたり 90%、326,455

ドル相当 

 
 
 

 
 

インフラストラクチャ管理労力の削減

および回避： 

19%、230,345 ドル相当 
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› 移行と再設計のコストを VMあたり 90%削減および回避し、総額 326,455 ド

ル。インタビューを受けた組織によると、APEXハイブリッド クラウドを使用すると、プラ

イベートとパブリックのクラウド インフラストラクチャの両方をまたいで利用可能な

VMwareソフトウェア デファインド データ センター（SDDC）のインフラストラクチャ

の抽象化が一貫して行われます。つまり、既存のワークロードに変更を加えることな

く、VMをプライベートからパブリックのクラウド環境に簡単に移動することができます。

この結果、ワークロードをプライベート クラウドからネイティブ パブリック クラウド環境に

移行するために必要となる、移行と再設計の作業が大幅に削減されます。 

› インフラストラクチャ管理作業を 19%削減および回避し、総額 230,345 ドル。

APEXハイブリッド クラウドによって提供される一貫性のある管理レイヤーによって、

パブリック クラウドへの移行における管理作業の削減が可能になりました。これは、

IT管理者が使い慣れた VMware Toolsを使用しているからです。また、インタビュ

ーを受けた組織では、ワークロードをネイティブのパブリック クラウド インフラストラクチ

ャに移行すると必要となる、個別のパブリック クラウドの管理作業やプロセスの作成

および実施をせずにすみました。さらに、複数の環境間で一貫性のあるポリシーとセ

キュリティを維持するための管理作業もなくなり、潜在的な見落としから生ずるあらゆ

る問題を防止できました。 

コスト。次のコストは、モデル組織に関連する財務分析を反映しています。 

› 増分サブスクリプション コスト、100,501 ドル。APEXハイブリッド クラウドに関連

するサブスクリプション コストは発生しますが、このコストは、採用するアプローチを問

わず、パブリック クラウドに関連するコストによって部分的に相殺されます。 

› 実装およびトレーニングのコスト、104,673 ドル。APEXハイブリッド クラウドを使

用したハイブリッド クラウド環境への移行に関連する実装およびトレーニングのいずれ

のコストについても、お客様からの言及がありました。 

Forresterの既存の顧客8社に対するインタビューとその後の財務分析によって、モデル

組織では、3年間の増分利益556,800ドルに対して、増分コストが205,174ドルでし

た。合計で、増分正味現在価値（NPV）が351,626ドル、増分ROIが171%であ

ることが分かりました。 

 

利益合計

PV、55.7万

ドル

コスト合計

PV、20.5万

ドル

Initial Year 1 Year 2 Year 3

財務サマリー

投資回収期

間：6か月未

初期 3 年目

増分 ROI 
171% 

利益の PV 

556,800 ドル 

NPV 

351,626 ドル 

投資回収期間 

6か月未満 

1年目 2年目 
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TEIのフレームワークと方法論 

Forresterでは、インタビューで得た情報に基づき、APEXハイブリッド クラウドの導入を

検討している組織向けに、Total Economic Impact™（TEI）フレームワークを構築

しました。 

このフレームワークの目的は、投資決定に影響を与えるコスト、利益、柔軟性、リスク

要因を明らかにすることです。Forresterは、APEXハイブリッド クラウドが組織に与える

影響を評価するために、複数ステップからなるアプローチを採用しました。 

適正評価 

Dellのステークホルダーと Forresterのアナリストにインタビューを行い、APEXハイブリ

ッド クラウドに関連するデータを収集しました。 

お客様へのインタビュー 

APEXハイブリッド クラウドを使用している 8社にインタビューを行い、コスト、メリット、

リスクに関するデータを取得しました。 

モデル組織 

インタビューを受けた組織の特性を基に、モデル組織を作成しました。 

財務モデル フレームワーク 

TEI方法論を使用してインタビューの結果を反映させた財務モデルを構築し、インタビ

ュー対象組織が抱える課題や懸念事項に基づいて財務モデルをリスク調整しました。 

ケース スタディー 

APEXハイブリッド クラウドの影響をモデリングする際には、TEIの 8つの基本要素

（メリット、コスト、柔軟性、リスク）を使用しました。IT投資に関する企業の ROI分

析が高度化していることを考慮すると、Forresterの TEI方法論は、購入決定の総

合経済効果の全体像を把握するために有用です。TEI方法論の補足情報について

は、「付録 A」を参照してください。 

 

 

TEI方法論を使用すると、

経営幹部などの主要なス

テークホルダーに対してテク

ノロジー イニシアティブの具

体的な価値を提示、実証

し、その正当性を示すこと

ができます。 

開示情報 

この調査に関し、次の事項を開示します。 

この調査は Dell、VMware、Intel Corporationの委託により、Forrester Consultingが

提供するものです。これは競合分析として使用することを目的としたものではありません。 

Forresterでは、他の組織が得る潜在的な ROIに関してはどのような推測も行っていませ

ん。Forresterは、読者がこの調査に記載されているフレームワークの範囲内で独自に見積

もりを行うことで、APEX クラウド サービスへの投資の妥当性を判断されることを強くお勧めし

ます。 

スポンサー企業ではレポートを確認し、Forresterにフィードバックを提供しましたが、

Forresterはこの調査やその結果に対する編集権を保持しており、この調査に対する

Forresterの所見に反する変更や、調査の趣旨を曖昧にする変更には応じていません。 

スポンサー企業はインタビューのためにお客様の名前を提供しましたが、インタビューには同席

しませんでした。 
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APEXハイブリッド クラウドに関するカスタマー ジャーニー 

APEXハイブリッド クラウドへの投資前/投資後 

聞き取り調査対象の組織 

この調査にあたり、ForresterはAPEXハイブリッド クラウドのお客様に8回のインタ

ビューを実施しました。インタビューを実施したお客様は次のとおりです。 

APEXハイブリッド クラウド導入前の主な課題 

APEXハイブリッド クラウドへ投資を行う前では、パブリック クラウド環境への移行前に

解決したい潜在的な課題について、インタビュー対象者は次のように延べていました。 

› パブリック クラウドへの移行により、環境に対する制御性が失われる可能性が

ある。パブリック クラウドへの移行によって環境を制御できなくなる可能性があるこ

とを懸念する声が聞かれました。これは、自社の環境のチューニングやセキュリティ

の多くが、実質的に第三者に委託されることになることによる懸念です。 

› アプリケーションとワークロードを特定のパブリック クラウドで実行するための

再設計に多大な労力がかる。APEXハイブリッド クラウドがなければ、クラウド ネ

イティブ環境にワークロードを移動すると、アプリケーションが引き続き適切に動作

するための再設計に多大な労力がかかります。 

業界 リージョン インタビュー対象者 販売金額 

エンジニアリングサービス グローバル ITマネージャー 4000万ドル 

金融サービス 北米 
システム エンジニアリング担当マ

ネージャー 
3億ドル 

高等教育機関 北米 
クラウド プラットフォーム担当ディ

レクター 
該当なし 

ITサービス グローバル Director 1,000万ドル 

メディア 北米 
クラウドおよびインフラストラクチャ

の設計者 
10億ドル 

セキュリティ 北米 
クラウドおよびデータ センターエンジ

ニアリング担当シニア ディレクター 
40億ドル 

テクノロジー 北米 IT担当取締役 2億 5000万ドル 

テクノロジー グローバル VP、戦略、および製品 100億ドル以上  
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› 複数の環境と個別の環境を管理するために管理オーバーヘッドとサイロが増加す

る。APEXハイブリッド クラウドは、企業がワークロードを簡単にパブリック クラウド環

境に移行し、それらのワークロードを単一のツール セットで管理できるようにします。 

 

あるシニア ディレクターは、「当社は少人数で運営しています。そのため、最大の推

進要因の 1つとなったのは、すでに使い慣れていた VMware Toolsを使用して、オ

ンプレミスとクラウドの両方のワークロードを同じ人材によって管理できることでした」と

述べていました。 

APEXハイブリッド クラウドによる主な成果 

インタビューでは、ネイティブ パブリック クラウド環境ではあまり成果が得られない部分

でも、APEXハイブリッド クラウドへの投資によって、インタビュー対象者が解決しようと

している課題を解決できたことが明らかになりました。 

› 移行と再設計のコストを回避。組織は、VMwareを介して VMC on AWSパブ

リック クラウド リソースを使用して容量を拡張することで、クラウド用にアプリケーショ

ンを再設計する必要がなくなりました。この結果、ワークロードをプライベート クラウ

ドからネイティブ パブリック クラウド環境に移動するために必要となる移行作業が

大幅に削減され、再設計作業がなくなりました。 

› インフラストラクチャ管理の労力を削減および回避。企業は、個別のパブリック 

クラウド管理作業の作成を回避するだけでなく、複数の環境間で一貫性のあるポ

リシーとセキュリティを維持するためのあらゆる作業と、潜在的な見落としから生ず

るあらゆる問題を回避できました。 

モデル組織 

Forresterは、APEXクラウド サービスのTotal Economic Impactを評価するため

に、TEIフレームワーク、モデル組織、および関連するROI分析を構築しました。この

モデル組織は、インタビューを受けたAPEXハイブリッド クラウドのお客様8社を代表し

ており、財務分析集計を提示するために使用されています。モデル組織は、次のとお

りです。 

› 年間収益が 2億ドルのグローバル組織 

› プライベート クラウドを管理する 4人のインフラストラクチャ IT FTEがおり、ワーク

ロードの一部がパブリック クラウドに移行 

› 独立したネイティブ パブリック クラウド環境を構築するのではなく、クラウド環境向

けに Dell Technologies Cloudを導入することを決定 

増分ROI分析 

このケース スタディーでは、Forresterは増分ROIを評価しています。Forresterは、

モデル組織がパブリック クラウドのリソースを追加することでプライベート クラウドの容

量を拡張することをすでに決定しており、現時点ではAPEXハイブリッド クラウドまた

はネイティブ パブリック クラウド環境のどちらを採用するかの選択を迫られていると仮

定しています。このケース スタディーでは、ネイティブ パブリック クラウド環境を上回る

APEXハイブリッド クラウドの増分メリットを評価するとともに、この利益を増分コストと

比較して、この増分投資に対する増分ROIを判別しています。 

主な前提条件： 

• グローバル組織 

• 年間 2億ドルの収益 

• APEXハイブリッド クラウドを

使用してハイブリッド クラウド

環境を管理 
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前掲の表は、後掲の分野にわたるすべての

利益の合計と、10%割り引いた現在価値

（PV）を示しています。3年間で、モデル

組織のリスク調整後の総利益は、PVで

556,800 ドルになると予想されます。 

影響リスクとは、組織のビジネス ニーズまたは

テクノロジー ニーズが投資によって充足され

ず、結果として全体的な総利益が低下する

リスクのことです。不確実性が高いほど、利

益の見積もり精度が低下します。 

利益の分析 

モデルに適用される利益の定量評価データ 

 

メリット1：回避された移行と再設計のコスト 

APEXハイブリッド クラウドソリューションは一貫性のあるインフラストラクチャを備えて

おり、プライベート クラウドおよびパブリック クラウド データ センターの両方において、

同一のSDDC抽象化（VMware Cloud Foundationに基づく）を活用します。

統一された管理プラットフォームで、つまり1つのツールを使用してオンプレミスとパブ

リック クラウドベースのインフラストラクチャを制御できることから、インタビューを受け

た組織が指摘したのは、APEXハイブリッド クラウドを使用すると、同じ仮想マシン

（VM）を変更なしでパブリック クラウドのデータ センターで実行できるということで

す。アプリケーションを変更する必要がないため、VMをプライベートからパブリック ク

ラウド環境に簡単に移動できます。この結果、ワークロードをプライベート クラウドか

らネイティブ パブリック クラウド環境に移行するために必要となる移行作業が大幅

に削減され、再設計作業がなくなります。 

Forresterでは、お客様のインタビューに基づいて、モデル組織の財務上の影響をモ

デル化し、次のような見積りを作成しました。 

› 300台の VMを、オンプレミスのプライベート クラウドから VMC on AWSに移行。 

› APEXハイブリッド クラウドを使用して、各 VMを移行する 20時間の労力を回

避（アプリケーションは複数の VMに分割されてホストされる可能性があることに

注意してください）。 

› IT FTEの全額支給時の平均給与は 130,000 ドル。 

この利益は、以下に関連する不確実性によって異なる場合があります。 

› 移行された VMの数。 

› 各 VMを移行する労力の回避。 

› 付加給与を含む平均給与額。 

Forresterはこのリスクを考慮し、利益を5%下方修正し、リスク調整後の利益を

359,100ドルとしました。PVは、326,455ドルです。 

 

総利益 

参照 利益 1年目 2年目 3年目 合計 現在価値 

Atr 回避された移行と再設計のコスト 359,100 ドル  $0  $0  359,100 ドル  
326,455

ドル  

Btr 
削減および回避されたインフラスト

ラクチャ管理の労力 
92,625 ドル  92,625 ドル  92,625 ドル  277,875 ドル  

230,345

ドル  

  総利益（リスク調整後） 451,725 ドル  92,625 ドル  92,625 ドル  636,975 ドル  
556,800

ドル 
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メリット2：削減および回避されたインフラストラクチャ管理の

労力 

インタビューを受けた組織では、インフラストラクチャ管理作業の削減と回避に関連す

る以下のメリットについて説明しました。 

› APEXハイブリッド クラウドアプローチは、共通のツール セット（VMware 

Cloud Foundationに基づく）を使用して、プライベート クラウドと VMC on 

AWSパブリック クラウドの導入オプションをともに管理することによって、一貫した

管理アプローチを提供します。つまり、組織は、一連の新しいツールを学習する

必要がなく、パブリック クラウド データ センターに導入されたワークロードを管理す

る必要がありません。組織では、この一貫した管理アプローチの結果であるプラ

イベート クラウドとパブリック クラウドのリソースの組み合わせによって、管理作業

の削減を実現できました。1つのツール セットが使用されているため、複数のツー

ルについて管理タスクを実行する方法に関する知識を維持する必要はありませ

ん。企業では、同じ運用担当者が、APEXハイブリッド クラウドを使用して、プラ

イベート クラウドと VMC on AWSパブリック クラウドの両方の容量を管理でき

ると証言しています。 

› この結果、ワークロードをパブリック クラウドに移行するために必要となる、個別に

管理されているパブリック クラウド環境の作成を回避することもできました。これによ

り、複数の環境に渡って一貫性のあるポリシー、セキュリティ、コンプライアンス、信

頼性、サポート、およびサービスを維持することに関連するあらゆる作業も回避で

きます。さらに、潜在的な見落としから生ずる問題を回避できます。  

これらは2つの異なる利益ですが、この分析の目的に合わせて、個別のパブリック クラ

ウド環境を管理するために当初必要とされていた、回避されたFTE人件費に含めて

集約されています。Forresterでは、お客様のインタビューに基づいて、モデル組織の

財務上の影響をモデル化し、次のような見積りを作成しました。  

メリット 1：回避された移行と再設計のコストの計算表 

参照 計算基準 計算 1年目 2年目 3年目 

A1 移行された VMの数 モデル組織 300     

A2 VMあたりの回避された移行時間 モデル組織 20     

A3 小計：回避された労働時間 A1*A2 6,000     

A4 付加給与を含む年間給与 モデル組織 130,000 ドル      

A5 付加給与を含む時間給 
A4/2,080（端数

切り捨て） 
63 ドル      

At 回避された移行と再設計のコスト A3*A5 378,000 ドル  $0  $0  

  リスク調整 ↓5%       

Atr 回避された移行と再設計のコスト（リスク調整後）   359,100 ドル  $0  $0  
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› 個別のネイティブ パブリック クラウド環境の管理と環境間で一貫性のあるポリシー

を確保するために労働時間の 75%をかける 1人の FTEの雇用を回避。 

› IT FTEの全額支給時の平均給与は 130,000 ドル。 

この利益は、以下に関連する不確実性によって異なる場合があります。  

› ネイティブ パブリック クラウド管理の労力を回避。 

› 付加給与を含む平均給与額。  

Forresterはこのリスクを考慮し、利益を5%下方修正し、年間92,625ドルの利益

で、3年間のリスク調整後の総PVを230,345ドルとしました。  

 

定量評価以外のメリット（セキュリティおよび運用効率を含む） 

インタビューを受けた組織でAPEXハイブリッド クラウドの導入によって見えてきたの

は、強力で定量化可能な段階的なメリットがあるほか、定性的にも大きなメリットが

あることでした。適切なデータと指標が与えられた場合、これらは財務分析で定量化

される可能性があります。  

› 中断とセキュリティ侵害によるコストを回避。APEXハイブリッド クラウドは、お客

様のプライベートとパブリックのハイブリッド クラウド環境に単一の管理ツール セット

を使用できるため、個別の環境間のポリシー調整にかかる労力と比較して、サービ

スの中断またはセキュリティ侵害につながるポリシー不整合の可能性は大幅に低

下します。 

› 収益の機会と運用効率が向上。APEXハイブリッド クラウドは、企業がプライベー

ト クラウドと VMC on AWSパブリック クラウド環境間でワークロードをシームレスに

移動できるようにします。これにより、需要の増加に応じて調整できる高い柔軟性

と拡張性が実現されます。この結果、容量を増やすためにより長いリード タイムを

必要とするプライベート クラウドのみの環境と比較して、企業はより多くの収益機会

を得ることができます。 

 

メリット 2：削減および回避されたインフラストラクチャ管理作業の計算表 

参照 計算基準 計算 1年目 2年目 3年目 

B1 回避された FTE雇用 モデル組織 1.0 1.0 1.0 

B2 パブリック クラウド環境の管理に費やした時間 モデル組織 75% 75% 75% 

B3 付加給与を含む年間給与 A4 130,000 ドル  130,000 ドル  130,000 ドル  

Bt 
削減および回避されたインフラストラクチャ管理の

労力 
B1*B2*B3 97,500 ドル  97,500 ドル  97,500 ドル  

  リスク調整 ↓5%       

Btr 
削減および回避されたインフラストラクチャ管理

の労力（リスク調整後） 
  92,625 ドル  92,625 ドル  92,625 ドル  

 

定量評価以外のメリット： 

•回避された中断と侵害 

•収益の増大 
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前掲の表は、後掲の領域全体の総所有コ

ストと、10%割り引いた現在価値（PV）を

示しています。3年間で、モデル組織のリスク

調整後の総コストは、PVで 205,174 ドルに

なると予想されます。 

コストの分析 

モデルに適用されるコストの定量評価データ 

 

コスト1：増分サブスクリプションのコスト 

APEXハイブリッド クラウドに関連するサブスクリプション コストは発生しますが、このコ

ストは、採用するアプローチを問わず、パブリック クラウドに関連するコストによって部

分的に相殺されます。 

APEXハイブリッド クラウドおよびVMwareのサブスクリプション コストには、圧縮およ

びネットワーク/セキュリティの機能に関連するサポートおよびエンタープライズ ライセン

スのコストが含まれています。パブリック クラウド上で同様の比較を評価するために、

サポートおよびエンタープライズ ライセンス コストが、同等の専用パブリック クラウド ホ

ストのコストに追加されます。 

価格設定は、各会社の要件と既存の環境によって大きく異なる場合があります。自

社を想定してコスト（および利益）を評価することをお勧めします。 

Forresterは、リスクを考慮してこのコストを10%上方修正し、年間の増分サブスクリ

プション コストを40,413ドルとし、3年間のリスク調整後の合計PVを100,501ドルと

しています。 

 
  

コスト総額 

参照 コスト 初期 1年目 2年目 3年目 合計 現在価値 

Ctr 増分サブスクリプション コスト $0  40,413 ドル  40,413 ドル  40,413 ドル  121,239 ドル  100,501 ドル  

Dtr 実装およびトレーニングのコスト 93,142 ドル  4,637 ドル  4,637 ドル  4,637 ドル  107,053 ドル  104,673 ドル  

  総コスト（リスク調整済み） 93,142 ドル  45,050 ドル  45,050 ドル  45,050 ドル  228,291 ドル  205,174 ドル  

 

コスト 1：増分サブスクリプション コストの計算表 

参照 計算基準 計算 初期 1年目 2年目 3年目 

C1 
AWSでの VMwareサブスクリプション 

コスト 
モデル組織   328,099 ドル  328,099 ドル  328,099 ドル  

C2 ネイティブ パブリック クラウドのコスト モデル組織   291,360 ドル  291,360 ドル  291,360 ドル  

Ct 増分サブスクリプション コスト C1-C2   36,739 ドル  36,739 ドル  36,739 ドル  

  リスク調整 ↑10%        

Ctr 
増分サブスクリプション コスト

（リスク調整後） 
    40,413 ドル  40,413 ドル  40,413 ドル  
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コスト2：実装およびトレーニングのコスト  

APEXハイブリッド クラウドを使用したハイブリッド クラウド環境への移行に関連する

実装およびトレーニングのいずれのコストについても、お客様から言及がありました。 

Forresterでは、お客様のインタビューに基づいて、モデル組織の財務上の影響をモ

デル化し、次のような見積りを作成しました。  

› 実装期間は 1か月で、社内作業用に 1人の FTEを必要とし、プロフェッショナル 

サービスに 5万ドルを支払う。 

› 4人の IT FTEに対してハイブリッド クラウド環境の管理に関する 80時間の初歩

トレーニングと、毎年 16時間の復習トレーニングを実施。 

› IT FTEの全額支給時の平均給与は 130,000 ドル。 

このコストは、以下に関連する不確実性によって異なる場合があります。  

› 実装作業とプロフェッショナル サービスのコスト。 

› 必須トレーニング。  

Forresterはこのリスクを考慮し、利益を15%上方修正し、初期コストを93,142ドル、

年間コストを4,637ドル、3年間のリスク調整後の総PVを104,673ドルとしました。 

 

コスト 2：実装およびトレーニング コストの計算表 

参照 計算基準 計算 初期 1年目 2年目 3年目 

D1 実装プロフェッショナル サービス モデル組織 $50,000  0 0  0  

D2 実装にかかる月数 モデル組織 1 0 0 0  

D3 実装のための社内 FTE モデル組織 1 0 0 0  

D4 トレーニングを必要とする FTE モデル組織 4 4 4 4 

D5 FTEあたりのトレーニング時間 モデル組織 80 16 16 16 

D6 付加給与を含む年間給与 A4 130,000 ドル  130,000 ドル  130,000 ドル  130,000 ドル  

D7 付加給与を含む時間給 A5 63 ドル  63 ドル  63 ドル  63 ドル  

Dt 実装およびトレーニングのコスト 

D1 + 
(D2/12)*(D3*
D6) + 
(D4*D5*D7) 

80,993 ドル  4,032 ドル  4,032 ドル  4,032 ドル  

  リスク調整 ↑15%        

Dtr 
実装およびトレーニングのコスト

（リスク調整後） 
  93,142 ドル  4,637 ドル  4,637 ドル  4,637 ドル  
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「利益」と「コスト」のセクションで計算した財

務データを使用して、モデル組織が投資した

場合の ROI、正味現在価値、投資回収期

間を判断することができます。Forresterは、

この分析での年間割引率を 10%に設定し

ています。 

財務サマリー  

3年間のリスク調整後のメトリックの統合 

キャッシュ フロー図（リスク調整後） 
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ここでのリスク調整後の ROI、

正味現在価値、投資回収期

間の値は、「利益」と「コスト」

のセクションで調整していない

結果に対し、リスク調整係数

を適用することによって決定さ

れます。 

キャッシュ フロー表（リスク調整後）  

  初期 1年目 2年目 3年目 合計 現在価値  

コスト総額 （93142ドル） （45050ドル） （45050ドル） （45050ドル） （228291ドル） （205174ドル）  

総利益 $0  451,725 ドル  92,625 ドル  92,625 ドル  636,975 ドル  556,800 ドル   

純利益 （93142ドル） 406,675 ドル  47,575 ドル  47,575 ドル  408,684 ドル  351,626 ドル   

ROI           171% 
 

投資回収期間           6か月未満  
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APEXクラウド サービス：概要 

以下の情報はデルが提供しています。Forresterはいかなる主張も検証しておらず、デルまたはその製品を推奨するものでもありま

せん。 

 

この調査は、APEX クラウド サービスで組織がクラウドの目標を達成するのを支援するという目的を共有するデル・テクノロジーズ、

VMware、Intel Corporationの委託を受けて実施されました。テクノロジーに関する何らかの意思決定を行うときには、ユーザー、

プロセス、現在の状態を考慮する必要があります。デル・テクノロジーズは、組織の現状に合わせて、既存のツールとスキルセットを

ベースにしたマルチクラウド IT戦略を立ててより大きな成果を実現するために必要なテクノロジーとサービス ソリューションを提供する

よう、努めています。 

APEX クラウド サービスは、プライベート クラウドとパブリック クラウドにまたがるワークロードに対して、安全で一貫性のあるインフラス

トラクチャと運用を実現可能にする、コンピューティングとストレージのリソースを提供します。IT インフラストラクチャのシンプル化と自

動化を行うことで、運用コストを削減するとともに、Kubernetes、コンテナ、仮想マシンを統合した単一のプラットフォームを活用し

て開発者がイノベーションを起こせるようにします。シンプルな方法でクラウド リソースの注文と管理を行えるため、クラウド導入の障

壁が低くなり、アプリケーションとビジネスの要件に応じてワークロードの配置場所を決定できるようになります。デル・テクノロジーズは

お客様の頼れるテクノロジー パートナーとして、専門的なプロフェッショナル サービスと組み合わせた強力なソリューション ポートフォリ

オを活用し、お客様のあらゆるクラウド環境をサポートします。 

APEXハイブリッド クラウドの詳細については、こちらからご確認ください。 

 

 

 

http://www.delltechnologies.com/ja-jp/cloud/index.htm
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付録A：TEI（Total Economic Impact） 

Total Economic Impact（TEI）は、Forrester Researchによって開発された

方法論です。TEIは、テクノロジーに関する社内の意思決定プロセスに役立ちます。

また、ベンダーが自社の製品やサービスの価値提案を顧客に伝える際にも役立ちま

す。TEI方法論を使用すれば、経営幹部などの主要なステークホルダーに対してIT

イニシアティブの具体的な価値を提示、実証、正当性を示すことができます。  

 

TEI（Total Economic Impact）のアプローチ 
 

利益は、製品によってビジネスにもたらされる価値を表します。TEI方

法論では、利益の測定値とコストの測定値に同じ加重値が課される

ため、組織全体に対するテクノロジーの影響を詳細に調べることがで

きます。 

 

 

コストでは、製品の提案された価値や利益を実現するために必要とな

る費用がすべて考慮されます。TEIのコスト カテゴリーでは、ソリューショ

ンに関連する継続的コストについて、既存環境で追加コストが発生す

る場合は、それも考慮されます。 

 

 

柔軟性は、実施済みの初期投資の上に構築され、将来の追加投資

のために取得できる戦略的価値を表します。その利益の獲得能力が

あるということは、見積り可能な PVがあることを意味します。 

 

 

リスクは、1）見積りが元の予測を満たす可能性と、2）見積りが経

時的に追跡される可能性に基づいて、利益とコストの見積りの不確実

性を測定します。TEIのリスク要因は「三角分布」に基づいています。 

 
 

「初期投資」欄には、「0年目」または「1年目」の初めに発生する未割引コストが記載されま

す。その他のすべてのキャッシュフローは、年末時点の割引率を使用して割り引きされます。

PVは、コストおよび利益見込み額の合計金額ごとに算出します。要約表の NPV計算値

は、初期投資と各年の割引後キャッシュ フローの合計です。利益総額、コスト総額、および

キャッシュ フロー表での合計値と現在値の計算では、端数処理のため、実際の加算値と合

致しない場合があります。 

 

 
 

 

現在価値（PV） 

 

利率（割引率）を指定して

（割引後の）コストと利益を見積った現

在価値。コストと利益のPVはキャッシュ 

フローの総NPVに組み入れられます。 

 
 
正味現在価値 

（NPV） 

 
利率（割引率）を指定した（割引後

の）将来の正味キャッシュ フローの現在

価値。通常、プロジェクトのNPVが正

（プラス）である場合は、他にさらに

NPVの高いプロジェクトがない限り、その

プロジェクトに投資すべきであることを示し

ています。 

 

 
投資収益率 

（ROI） 

 
プロジェクトの期待収益をパーセンテージ

で表したもの。ROIの計算は、純利益

（利益からコストを減じた値）をコストで

除算します。 

 

 
割引率 

 
資産の時間的価値を考慮

するために、キャッシュ フロー分析で使用

される利率。通常は、8～16%の割引率

が使用されます。 

 

 
投資回収 

期間 

 
投資の損益分岐点。これは、純利益

（利益からコストを減じたもの）が初期

投資またはコストと等しくなる時点です。 

 

 


